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試験法  235 様式 261  骨材露出工法における表面硬度の測定 
試験法  236 様式 262  骨材露出工法における骨材露出度の測定 (ピーク法) 
試験法  236 様式 263  骨材露出工法における骨材露出度の測定 (ピーク法) 
試験便覧 S 022-2T 様式 264  路面の粗さ測定 
試験法  238 様式 265  細骨材の粒形評価試験 
試験法  239 様式 266  粗骨材の形状試験 
試験便覧 B 002 様式 267  ラベリング試験 
試験便覧 A 063 様式 268  アスファルトの曲げ試験 
試験法  244 様式 269  水浸ホイールトラッキング試験 
試験便覧 S 021-3 様式 270  回転式すべり抵抗測定機による動的摩擦係数の測定 
試験法  246 様式 271  FWD によるたわみ量測定 
試験法  249 様式 272  アスファルト混合物の静的ダレ試験 
試験便覧 S 022-3 様式 273  回転式きめ深さ測定装置を用いた舗装路面のきめ深さ測定 
試験法  250 様式 274  アスファルト混合物の加圧透水式はく離促進試験 
試験法  251 様式 275  低速プロファイラによる路面の IRI 測定方法 

※「試験便覧」とは「舗装調査・試験法便覧 平成 31 年 3 月 （公社）日本道路協会」のことをいう。 
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試験法 318  1999 粗骨材の偏平量試験方法      16 

 

［試験様式（JIS 試験記入例）］ 

JIS A 5002  様式 303  海砂中の塩分含有量試験方法（硝酸銀適定法） 

JIS A 1102  様式 306  骨材のふるい分け試験 

JIS A 1103  様式 307  骨材の微粒分量試験 

JIS A 1104  様式 308  骨材の単位容積質量及び実積率試験 

JIS A 1105  様式 309  細骨材の有機不純物試験 
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JIS A 1111  様式 312  細骨材の表面水率試験 

JIS A 1121  様式 313  ロサンゼルス試験機による粗骨材のすりへり試験 

JIS A 1122  様式 314  硫酸ナトリウムによる骨材の安定性試験 
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JIS A 1137  様式 317  骨材中に含まれる粘土塊量の試験 

JIS A 1142  様式 319  有機不純物を含む細骨材のモルタルの圧縮強度による試験 

JIS A 1145  様式 320-1 骨材のアルカリシリカ反応性試験法（化学法） 

JIS A 1145  様式 320-2 骨材の潜在反応性試験（化学法） 

JIS A 1146  様式 321  骨材のアルカリシリカ反応性試験法（モルタルバー法） 

JIS A 1144  様式 322  フレッシュコンクリート中の水の塩化物イオン濃度試験方法 

JIS A 1101  様式 323  コンクリートのスランプ、空気量の試験 

JIS A 1128  同上    同上 

JIS A 1112  様式 324  フレッシュコンクリートの洗い分析試験 

 

 

JIS A 1115  様式 325  フレッシュコンクリートの試料採取 

JIS A 1118  様式 326  コンクリートのスランプ、空気量の試験 

JIS A 1119  様式 327  ミキサで練り混ぜたコンクリート中のモルタルの差および粗骨材量の差の 

試験方法 

JIS A 1123  様式 328  コンクリートのブリーディング試験方法 

JIS A 1149  様式 329  コンクリートの静弾性係数試験方法 

JIS A 1148  様式 330-1 コンクリートの凍結融解試験方法 

JIS A 1148  様式 330-2 コンクリートの凍結融解試験方法 

JIS A 1154  様式 332  硬化コンクリート中に含まれる塩化物イオンの試験方法 
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試験法 312 様式 339-1 無収縮モルタル品質管理試験 

試験法 312 様式 339-2 無収縮モルタル品質管理試験 

試験法 313 様式 340  エアモルタル及びエアミルクの試験 

JIS Z 2241  様式 343  金属材料引張試験 

JIS Z 2248  様式 344  金属材料曲げ試験 

試験法 315 様式 345  コンクリートの圧縮強度試験方法（吹付用） 
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  試験法 423-1 様式 423-1 ウォータージェット工法のはつり処理性能の試験 

  試験法 423-2 様式 423-2 削孔処理性能試験方法 
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